

























































。 2 : 3 日）
4）焼成
10月 2 日 16 : 00 点火捨てあぶり
胴木の間（以下胴木と呼ぶ）の下の焚き口に、太い薪を
1 ～ 2 本差してゆっくりあぶる。
10月 3 日 2: 00 本あぶり ーの間 250°C 二の問 150°C
十時間の捨てあぶりの後、本あぶりにはいる。 胴木の
上の焚き口を閉じる。
6: 00 攻め焚き ーの問 560°C 二の間 310℃
胴木の上の焚き口のロス トルの上に太い薪を投入




































多種多様な作品が窯出しされ、さま穴近く の自然粕を Q V I 
期待したものには美しいビー ドロが掛かり、それぞれの 点火11 ・ 00 ( 9 月 13 日）
柏薬もきれいにとけて発色していた。 青白磁は皿にわず 4）焼成





















ノ Tーナー計 8 本の倒焔式角窯である。手動と半自動で、還
元・ 中性・ 酸化焼成ができるが、今回は半自動の還元焼
成について述べる事とする。（作品図 2,5 ～11を焼成）






プレーカー 2 、ダンパー 4 、天井の湿気抜きのダンパ
ーを聞いて前面扉は完全に閉じて焼成をはじめる。天井
ダンパーのために水蒸気がよくぬけるので、素焼きがし
てあれば 6 時間で還元温度まで上げる 。
17: 00~ 18: 00 練らし
18: 00 還元焔焼成
還元はガス圧を0.35に上げて固定し、バーナー下の二
次空気とりいれ口を閉じ、上のとり いれ口を25mmφ に しぼ
る。同時に窯前面上部吹き出しからの炎の大きさを見て、










9月 16 日 13: 00 窯出し
青白磁の窯出しで最も注意するのは冷め割れと貫入で、
特に大物の窯出しでは、 素手で持てるまで待たなくては
ならない。この窯では下段の奥の左右が酸化したが、そ
の他は大変美しく還元し、触もよ く とけてあざやかに青
く発色した。
以上全く異なったこ種類の窯を実際の焼成体験にも と
づいて述べてきたが、それぞれの窯は改良された構造と
技術に裏打ちされ、すぐれた能力を持っていると思われ
る 。
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